




　　　　　　　　　　俱知安町議会『議会報告会』報告書

司会：　
C班（主管) ：笠原啓仁　門田淳　山田勉　阿部和則　田中義人
B班 (サブ) ：三島喜吉　森下義照　原田芳男　古谷眞司　坂井美穂
鈴木議長　　オブザーバー：

開催日時 平成28年４月２６日(火)  １８：３０～２０：１０（約100分）

開催場所 高砂地域センター

参加人数 １０名

■主な質問

Q、　高収益作物の新規事業補助費の10万
A、　状況を確認し、必要であれば継続的に予算増を求めていきたい。

Q、　住宅関連。耐震補強や耐震性向上（バリアフリー）などどのような基準で補助申請できるのか　
A、　倶知安町耐震診断・耐震改修補助金交付、倶知安町バリアフリー住宅改修補助金交付の定めによる。　　

Q、　学校給食センターの跡地の活用利用について
A、　まだ正式な見解は出ていないが、平成29年度以降の解体を計画しており、定住促進のための宅地分譲
　　　など人口減少緩和に有効な活用方法を決めて行きたいと町長は答弁している。
　　　

Ｑ、　老人ホーム等の建設の話題はないか。
Ａ、　町としての計画は聞いていない。

Q、　ひらふ地区の防災
Ａ、　倶知安町の防災で一番被災の確率が高いのは河川の氾濫位よる水害である。
　　　ひらふ地区の防災についても、防災計画に記されている。

Ｑ、　まちづくり懇談会、議事録が無いのはなぜか。
　　　議事録を取り、町報やＨＰなど公開すべき。
A、　これまでも議事録、もしくは会議録は残し、概要を取りまとめている。役場の担当に確認する。

Ｑ、　俱知安町スポーツ表彰式について
A、　表彰時期対象と表彰時期について、改善を求めていく。

■要望事項
　
○じゃがりん号ですが週１～２回、郊外をまわることができないか。
○高砂地域の下水道の要望
○新幹線のシェルターは、やめてほしい。
○半月湖へ行く道の改修
○まちの借金が多額になるのでしっかりと監修してほしい。

◎今後の対応

Ａ．常任委員会等で調査を行う事項
　　①じゃがりん号の郊外地区での運行　（総務常任委員会）
　　②高砂地域の下水道　（経済建設常任委員会）
　　③半月湖に行く道の改修　（経済建設常任委員会で継続調査中）
　　④給食センター跡地の活用　（厚生文教常任委員会）

Ｂ．町長へ町民の要望として伝える事項
　　①新幹線のシェルターの建設をしないように
　　②まちづくり懇談会の議事録などの情報公開　（確認してから）

Ｃ．議会への意見・要望
　　①町の借金など財政の監視を厳格に行うこと

担当チーム
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